


	プ
ロ
グ
ラ
ム

	日程
	時　 間
	テ　ー　マ
	講 師（敬称略）

	
	２
月
８
日
（土）
	13:00～14:30
	トラウマとは：トラウマは耕せるのか
	宮地　尚子

	
	
	14:40～16:10
	トラウマによって生じる脳の変化：九州男児の前頭葉は薄いのか
	友田　明美

	
	
	16:20～17:50
	発達障害とトラウマの複雑な関係：発達障害で見えていなかったもの
	杉山 登志郎

	
	２
月
９
日
（日）
	 9:00～10:30
	アタッチメントの障害とその症状：DSM-５のインパクト
	奥山 眞紀子

	
	
	10:40～12:10
	大人の発達障害：どのようにとらえどう対応するのか
	本田　秀夫

	
	
	13:10～14:40
	児童期の問題の二次障害としての精神疾患：精神医学のフロンティア
	山下　 洋

	
	
	14:40～16:00
	シンポジウム
	出席講師全員



（講座№１３２０８）





発達障害・専門講座８（福岡）





発 達 障 害 と ト ラ ウ マ

















期　　日：201４年 ２月 ８日（土）～ ９日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家の方々、並びに


　　　　　大学生・大学院生など本テーマに関心のある方


定　　員：150名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：１２,０００円（税込み）※昼食は各自お手配ください


主　　催：公益財団法人 明治安田こころの健康財団　　0３-３９８６-７０２１


会　　場：南近代ビル　２階会議室　


福岡市博多区博多駅南４-２-１０　


JR博多駅からバス5分「山王公園前」下車、または地下鉄「東比恵駅」（福岡空港隣駅）から徒歩10分


※詳細地図は受講証に添付いたします


　　　





発達障害とトラウマとは密接な関係にあります。実はこの問題にわれわれが気付くようになったのはごく最近のことです。成人の発達障害の治療に困難が生じるのは、彼らが様々な二次障害を抱えためで、さらに背後にある発達障害が見えないと「誤診」が起きてきます。この二次障害の少なからずにトラウマが絡んでいます。この様な場合、トラウマへの治療が必要になりますが、わが国ではまだ十分に普及していません。


最新のDSM-5においても、この問題は必ずしも明確化されていません。本講座では、発達障害とトラウマに焦点を当て、トピックスとなる問題と、その対応について紹介します。


　　　　　　　　　　　　　【浜松医科大学児童青年期精神医学講座　杉山　登志郎】











※ 時間割等が変更となる場合がありますのでその際はご了承願います。





講　師　陣　ご　紹　介


ご企画 ＊＊杉山 登志郎　先生：浜松医科大学児童青年期精神医学講座  特任教授＊＊





宮地　尚子 先生　： 一橋大学大学院社会学研究科 教授


友田　明美 先生　： 福井大学子どものこころの発達研究センター/Age2企画　教授


奥山　眞紀子 先生 :  国立成育医療研究センター　こころの診療部部長


本田　秀夫 先生  ： 山梨県立こころの発達総合支援センター所長


山下　  洋 先生  ：  九州大学病院子どものこころの診療部　特任講師     （ご出講順）








